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１ 目的 

簡易診断は、街路樹の外観から、樹木形状や活力の異常、樹体の構造的な 欠

陥を把握し、樹木健全度調査や植栽環境調査の必要性を評価するために 実施す

るものである。 

 
２ 対象樹木本数及び施工箇所 

（1）対象樹木本数 822本 

（2）施工箇所 逗子市内一円 

 ※詳細は別紙位置図及び委託内訳表参考 

写真１に示した樹種は木材腐朽菌に侵されやすく、倒伏等が発生しやすいと 

いわれているため、簡易診断の際には特に留意する必要がある。 

 

（「国総研資料第669号」より引用） 

写真１ 木材腐朽菌に侵されやすい樹種 
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樹木健全度調査 植栽環境調査 

生育状況調査 

樹木形状調査と活力調査により、樹
木の生育状況を評価 

危険度調査 

 

外観から樹体の構造的な欠陥を調
査し、さらに詳細な診断が必要な場
合には、腐朽測定、根系伸長調査を
行い、倒伏等の危険性を評価 

 

生育条件調査 

植栽場所の地形や気象条件、支柱
等の保護材の状況を調査して評価 

障害対象調査 

 

植栽場所の土地利用や植栽地形 
状を区分するとともに、倒伏や枝折
れ等により障害を受ける対象とその
大きさを予測 

 

 

各調査の評価結果に基づき、危険度に応じた最適な処置を検討して迅速に実施 

改善的処置 

台風等の強風により倒伏・枝折れ等が発生した場合、その倒伏要因を解明するとともに診断結果との照合を行い検証す

ることで今後の診断技術の向上を図る 

倒伏検証調査 

【本仕様書の範囲】 

異常・欠陥 

【無】 

異常・欠陥 

【有】 

●樹木形状・活力の異常 

●緊急的な処置が必要となる樹体の欠陥 

●緊急的な処置が必要となる樹体の欠陥 

簡易診断、樹木健全 
度調査等により、緊
急的な処置が必要な
樹体の欠陥が確認さ
れた場合、早急に対
策を検討して実施 

簡易診断により樹木 
形状や活力に異常
が確認された場合、
改善的処置を実施 

改善的処置 

剪定等の定期的な
管理作業の実施 

日常管理 

簡易的な診断により樹木形状、活力の異常、樹体の欠陥の有無を把握し、その結
果から樹木健全度調査、植栽環境調査が必要となる街路樹を抽出 

簡易診断 

３ 街路樹簡易診断の流れ 

街路樹簡易診断は、図１に示すとおり、この仕様書が扱う簡易診断の他、  

樹木健全度調査、植栽環境調査、改善的処置、倒伏検証調査で構成される。 

簡易診断により異常･欠陥等を確認した場合には、樹木健全度調査や植栽 

環境調査を実施したうえで、改善的処置を検討･実施することを基本とする。 

ただし、簡易診断により、樹木形状や活力の異常や、緊急的な処置が必要と 

なる樹体の欠陥が確認された場合には、早急に改善的処置を実施する。 

なお、台風等により倒伏や枝折れが発生した場合には、可能な範囲で 

その発生要因の検証調査を行う。 
 
 

 
 

 
 

   
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

＜倒伏等の発生時＞ 

（「国総研資料第669号」より引用） 

図１ 街路樹簡易診断の流れ 
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４ 調査技術者 

簡易診断を実施する調査技術者には、樹木医（一般財団法人日本緑化センター

認定）の資格を求めるものとする。 

なお、簡易診断では樹木の欠陥等を外観から判断する必要があり、樹木の生理

生態、道路における植栽基盤等の植栽環境の特徴、倒伏や枝折れ等の発生要因、

道路交通特性、台風等の気象特性、危険緩和処置等にかかる様々な知識と十分

な経験が求められる。 

 
５ 簡易診断の方法 

簡易診断では、主として樹木形状、活力状況、樹体（地上部）の欠陥に 

着目するものとし、樹高計、巻尺、木槌、鋼棒、双眼鏡等を用い、適宜、 

カメラでの記録撮影やスケッチを行う。（写真２） 

 

（１）樹木形状 

樹高、幹周、枝張り、枝下高を測定するとともに、樹冠形状（自然樹形、自然

相似樹形、人工樹形）、樹体の傾きについて確認する。 

また、樹木形状が歪なものとなっている場合には、幹径と樹高の比率、枝径と

枝長の比率を算出する。 

 

（２）活力状況 

樹勢、病害虫の有無について把握する。 

 
（３）樹体（地上部）の欠陥 

枝や幹、根株における空洞や腐朽、子実体の発生、亀裂、不完全な結合、隆起、

打音異常、鋼棒貫入異常、樹体の揺らぎについて把握する。（表１） 
 

（「国総研資料第669号」より引用） 

写真２ 診断の道具 
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表１ 簡易診断の指標 
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樹
木
形
状 

枝下高 
歩道：２．５ｍ以下 

車道：４．５ｍ以下 

不自然な傾斜 有（危険） 

樹高／幹径 50以上 

枝長／枝径 40以上 

 

剪定 

剪定あるいは伐採（ 更新） 

剪定あるいは伐採（ 更新） 

剪定 

 
 

 

活
力
状
況 

樹勢 
E（枯死） 

C（少し悪い）、D（ 悪い） 

病害 テングス病等 

 

 

虫害 

 

ハチ、イラガ、アメリカシ
ロヒトリ、シロアリ等 

 

伐採（更新） 

樹勢回復 

伝染性の病害である場合に
は対策 

道路通行者への影響、樹木
生育への大きな影響、周辺
住居への大きな影響を及ぼ
す害虫が発生した場合は駆
除 

 
 

 

 

 

欠
陥 

枯れ枝 有 

ぶら下がり枝 有 

空洞 有 

腐朽 有 

子実体 有 

打診音異常 有 

鋼棒貫入異常 有 

亀裂 有 

不完全結合 有 

隆起 有 

樹体の揺らぎ 有 

 

剪定 

剪定・除去 

 

 

危険となる評価基準 診断項目 必要となる処置 必要となる調査 

 

 

 
・樹木健全度調査 
・植栽環境調査 

６ 簡易診断の評価 

簡易診断により、樹木形状や活力の異常、樹体の構造的な欠陥を把握し、  そ

の結果から、樹木健全度調査や植栽環境調査の必要性、緊急的な改善的処  置

の必要性を評価する。 

簡易診断の結果、異常や欠陥が認められなかった場合には、通常実施して い

る剪定等の日常管理を継続して行う。 

表２に評価基準と対応を示す。 

表２ 簡易診断結果の評価基準と対応 

 

 

 

７ ナンバリング 

初回の簡易診断を実施する際、個々の街路樹に対して樹木番号を設定し、  

ナンバープレートを設置する。 

樹木番号は、次のとおり設定することを標準とする。 

【樹木番号の設定】 

00-R0000 ①箇所番号   別紙内訳表のとおり

①② ③ 

 

 

 

                    

          

 

 

②位置  R：起点より終点に向かって右側

L：起点より終点に向かって左側  

③通し番号
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８ カルテの作成 

簡易診断を実施した結果は、街路樹１本ごとに簡易診断カルテ（表３）と 

してとりまとめるとともに、すべての街路樹の簡易診断結果を一覧表（表４）  

として集計し、保管する。 
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特記事項 

 

 

 

写 真
スケッチ 

 

表３ 簡易診断カルテ様式 
 
 

 
 

診断年月日： 

簡 易 診 断 カ ル テ 

診断者： 

 

 
基本情報 

路線名  全景写真 

樹木番号   

樹種名  

場所  

 

 

 
 

樹木形状 

樹高  

幹周（幹径）  

枝張り  

枝下高  

不自然な傾斜 無 有（ 安全 ・ 危険 ） 

樹高／幹径  

枝長／枝径  

 

活力状況 
樹勢 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ ・ Ｅ 

病害虫 無 有 病名・虫名  

 

 

 

 

 

欠陥 

枯れ枝 無 有（部位： ) 数・枝径   

ぶら下がり枝 無 有（部位： ) 数・枝径   

空洞 無 有（部位： ) 大きさ   

腐朽 無 有（部位： ) 大きさ   

子実体 無 有（部位： ) 種類  

打診音異常 無 有（部位： ) 大きさ   

鋼棒貫入異常 無 有（部位： ) 貫入深   

亀裂 無 有（部位： ) 大きさ   

不完全結合 無 有（部位： ) 状態  

隆起 無 有（部位： ) 大きさ   

樹体の揺らぎ 無 有 大きさ   

 

 

 

簡易診断の評価結果 

樹木健全度調査等の
必要性 

必要 不要 理由 
 

緊急的な改善的処置の
必要性 

必要 不要 理由 
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表４ 簡易診断結果一覧 
 

路線名 樹木番号 樹種名 場所 診断年月日 
健全度調査
等の必要性 

緊急的な
改善的処置 

JR逗子駅前広場 01-R001 ケヤキ ○○市□□地内 2025年7月30日 不要 不要 
久木17号 03-L002 サクラ ○○市□□地内 2025年7月30日 不要 不要 

       
       
       
       
       
       
       
       
       
       

：       
       

       

       

 

 

９ 成果品の作成 

（１）報告書                     ２部 

（２）街路樹簡易診断カルテ（表・裏）         ２部 

（３）簡易診断結果一覧表               ２部 

（４）樹木の位置図                  ２部 

（５）上記（１）から（４）の電子データ（ＣＤ－Ｒ等） １部 

   ※（４）はCADデータ及びPDFデータ 

 

 

１０ 打合せ・協議 

 業務着手時、発注者又は受注者が必要と認めた時等に打合せを２回程度行う。 

 

１１ 履行期間 

 契約締結日から令和９年２月26日 

 

１２ 支払い方法 

 料金の支払いについては、業務完了後一括して契約金額の支払いをするものとする。 

 

１３ その他 

（１）街路樹の幹周・樹高については、現地を確認の上積算を行うこと。 

（２）業務遂行上、故意または過失により、第三者に損害を与えた場合には、 

発注者の責務に帰する場合を除いて、受注者はその賠償責任を負うものとする。 

（３）診断の際、危険枝等の撤去等が必要と判断された樹木があった場合は、 

   速やかに発注者へ報告すること。 

（４）本仕様書に定める事項または定めのない事項について疑義が生じたときは、 

発注者と協議の上決定し、誠実に履行すること。 
 







 



 

 




